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Astudy　of　the　fact－finding　of　Boys　KENDO
Nobuo　HIRAKAWA
　　　　　Kendo　is　one　of　the　traditional　Japanese　cultures．　It　comes　from　the　spirit　of　samurai，　which
has　been　handed　down　from　ancient　times　in　Japan．　It　has　gone　through　long　history　and　changes　of
society，　and　developed　from　BujutSu（technical　training　of　sword）into　Budo（way　of　samurai）．
　　　　　In　Japan　kendo　is　now　loved　by　many　people　without　distinction　of　age　or　sex，　and　at　the
prosperous　time。　Much　more，　kendo　takes　great　interest　in　the　world　because　it　has　spread　to　many
countries　and　made　progress　there．
　　　　　Juvenile　kendo　in　Japan　achieved　a　remarkable　development　and　the　number　of　juvenile
players　has　been　increasing　year　by　year．　So　it　is　indispensable　to　understand　the　actual　conditions
in　order　that　we　may　promote　the　spread，　the　development　and　sound　education　for　juvenile　who
will　lead　the　coming　generation．
　　　　　Igathered　infommation　by　questionaires　to　the　instructors　of　juveniles　who　participated　in
“THE　JAPAN　NATIONAL　JUVENILE　KENDO　TOURNAMENT”．　The　questionaires　we　asked
about　are　as　follows：the　kendo　grade，　age，　occupation　of　the　instructor；contents　of　instruction；
situation　of　training　at　stable（Dojo）or　club　of　kendo；problems　of　instructing，　problems　of　stable　or
club　management，　problems　between　instructors　and　parents．
　　　　　Ianalyzed　the　results　of　the　inquiry　in　detail　and　made　researches　in　them，　so　let　me　give　a
report　of　it，
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《個人研究》
「少年剣道の実態に関する調査研究」
平川　信夫
〔1〕　はじめに
　剣道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術から道に発展
した伝統文化である。
　かって剣道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を練る修
業道、鍛錬法として洗練され発展してきた。このような剣道の特性は今日に継承され、旺盛
な活力と清新な気風の源泉として日本人の人格形成に少なからざる役割を果している。
　今や剣道は、国内においては老若男女という幅広い層に愛好され、今日の隆盛をみている。
さらに世界各国にも普及発展し、国際的にも強い関心が寄せられている。
　我々は、単なる技術の修練や勝敗の結果にのみおぼれず、剣道の真髄から逸脱することの
ないよう自省するとともに、このような日本の伝統文化を維持、発展させるように努力しな
ければならない。
　その中にあって、最近の少年剣道の隆盛はめざましく、年々増加の一途を辿り、数多くの
大会が各地で開催されるようになった。
このような次代を担う少年剣道の正しい普及と心身の錬磨、相互の親睦、並びに健全なる育
成を図るためには、まず、全国の少年剣道指導者と少年剣土達およびその父兄の現状を明確
に把握することが不可欠である。
　そこで、全国少年剣道錬成大会の参加者を中心としてアンケート調査をし、分析検討を試
みた。
〔ll〕研究方法
　調査は多技選択と自由記述式による質問紙法で行った。
　調査対象は、日本武道館と全剣連が主催し、都剣連と都学校剣道連盟が主管する、全国少
年剣道錬成大会に参加の全国各地の331チーム・331名を対象に回答を得た。
　調査期間は1991年7月24・25日と1992年7月24・25日の2年間、第15回と第16回
大会の4日間にわたり、全国39都道府県の331団体について、大会要項とアンケート用紙を
同封して送付し、大会当日の受付で回収する方法で行った。
　調査項目の内容は、指導者の段位・年齢・職種・体格および稽古回数とその時間。少年達
の稽古回数とその時間。各種大会への参加の有無とその経費負担。少年剣道指導上の悩みお
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よび課題。少年剣道の指導上の留意点。少年達の父兄との問題点。道場およびクラブ運営上
の問題点。全国少年錬成大会に参加しての感想および意見などである。
〔III〕結果と考察
（1）各地区別および各都道府県別の回答数。
　　今回の調査対象の各地区別および各都道府県の回答数については、表一1の通り、全国
　8地区の39都道府県からの331団体からである。
表一1　〈調査対象の都道府県名およびチーム数〉
参加地区 参加県数 参加チーム 参加都道府県別チーム ％
北海道地区 1 1 北海道1 0．30
東北地区 5 17 青森1秋田6宮城1山形3福島3 5．13
関東地区 8 155 東京36茨城23山梨11埼玉27千葉19栃木15_奈川11群馬13 46．82
北信越地区 4 20 新潟7富山3長野5石川5 6．04
東海地区 4 54 静岡15岐阜22愛知15三重2 16．31
関西地区 4 33 兵庫17和歌山6大阪7滋賀3 6．97
中四国地区 7 32 岡山10広島2山口5島根1香川10徳島2愛媛29．66
九州地区 6 19 佐賀2宮崎2熊本6鹿児島4長崎3大分2 5．74
計 39 331 100．00
（2）道場・クラブの指導者の状況。
　⑦道場・クラブの指導者の年齢について。
　　　道場・クラブの指導者の年齢については、表一llの通りである。
　　　指導者の年齢をみると、41～50才迄が106名と最も多く、32．02％と全体の約1／
　　3を占め、っついて61～70才が80名（24．17％）。71～80才迄は30名（9．06％）も
　　いた。最高年齢者は80才で2名おり、最も若い指導者は17才で2名であった。
　　　また、全体の平均年齢は50．32才であった。
◎　道場・クラブの指導者の称号・段位にっいて。
　　道場・クラブの指導者の称号・段位、結婚の有無については、表一皿の通りである。
　　指導者の称号にっいてみると、錬士が最も多く169名で51．05％と全体の過半数を占
　め、範士は4名で、称号の無取得者は113名で34．14％と約1／3という傾向を示した。
　　また、段位については、7段が最も多く、
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表一H　〈④道場、クラブの指導者の年齢について〉
年　齢 人数 年　齢　別　人　数 ?
20歳以下 2 17歳2 0．60
21～30歳 20 22歳323歳825歳226歳229歳130歳4 6．01
31～40歳 48 31歳332歳434歳335歳436歳337歳438歳639歳740歳1214．50
41～50歳 106 41歳942歳1543歳944歳945歳1346歳547歳1248歳10S9歳550歳9 32．02
51～60歳 45 51歳652歳553歳754歳255歳656歳357歳458歳359歳6U0歳3 13．59
61～70歳 80 61歳762歳963歳1164歳1465歳1066歳1167歳368歳5U9歳870歳2 24．17
71～80歳 30 71歳472歳873歳774歳375歳276歳177歳278歳180歳29．06
計 331 100．00
表一皿　〈◎道場、クラブの指導者の段位・称号・結婚の有無について〉
（a）段位　　　　　　　　　　　　　　（b）称号　　　　　　　　　　　　　　（c）指導者の結婚の有無
段位 人数 ％
初段 2 0．06
2 1 0．30
3 27 8．15
4 23 6．95
5 65 19．64
6 71 2L45
7 105 31．72
8 7 2．11
無回答 30 9．06? 331 100．00
称号 人数 ％
練士 169 51．05
教士 45 13．60
範士 4 1．21
無 113 34．14? 331 100．00
人数 ％
既婚 307 92．75
未婚 23 6．95
無回答 11 0．30? 331 100．00
105名、31．72％。っついて6段の71名、21．45％で、6段と7段で全体の約半数を占
め、最高段位は8段で7名おり、初段は2名であった。
　なお、全体の平均は6．72段であった。
　さらに、指導者の結婚の有無についてみると、既婚者が307名で92．75％とその殆ん
どを占め、未婚者は23名で6．95％であった。
◎　道場・クラブ指導者の体格・体型について。
　　指導者の体格・体型については、表一IVの通りである。
　　まず指導者の身長についてみると、166～170cmが108名（31．41％）、161～165cm
　が104名（31。11％）と殆んど同数で、161～170cm迄で62．52％と全体の過半数を
　占め、181cm以上は2名。155cm以下は7名（2．11％）と少数であった。
　　なお、全体の平均は167．28cmであった。
　　また、体重については、61～65kgが91名（27．49％）で最も多く、っついて56～
　60kgで58名（17．52％）、66～70kgが54名（16．31％）で、56～70kg迄で61．32
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％と過半数以上を占め、全体の平均は68．74kgであった。
　さらに、胸囲にっいては、96～100cmが105名、31．72％と最も多く、全体の約1
／3を占め、っついて86～90cmが75名（22．26％）、91～95cmが53名（16．01％）
で、111cm以上が7名（2．11％）いた。
　また、全体の平均は94．87cmであった。
　なお指導者の体格にっいては、身長は余り高くなく、比較的均正のとれたガッチリし
た体型の者が多い傾向を示した。
表一IV〈◎道場、クラブ指導者の体格・体位について〉
（d）身長　　　　　　　　　　　　（e）体重　　　　　　　　　　　　（f）胸囲
身　　　長 人数
?
体　　　重 人数 ％ 胸　　　囲 人数 ％
155cm以下 7 2．11 55kg以下 28 8．46 75cm以下 3 O．90
156～16035 10．57 56～6058 17．52 76～8010 3．02161～165104 31．42 61～6591 27．49 81～8531 9．36166～170108 31．11 66～7054 16．31 86～9075 22．66171～17543 12．99 71～7539 11．78 91～9553 16．01176～18020 6．04 76～8019 5．74 96～100105 31．72181cm以上 2 O．60 81～8516 4．83 101～10524 7．25無　回　答 12 3．62 86～908 2．41 106～11011 3．3291～955 1．51 111cm以上 7 2．1196kg以上 1 0．30 無　回　答 12 3β2
無　回　答 12 3．62
計 331 100．00 計 331 100．00
? 331 100．00
◎　指導者の職業について。
　　道場・クラブの指導者の職業にっいては、表一Vの通りである。
　　会社員が89名で26．89％と最も多く、っついて自営が69名、20．84％。公務員が44
　名、13．29％で、この3者で61．02％と全体の過半数以上の高率を占めていた。
　　道場経営者は10名（3．02％）であり、また警察官も同数であった。
　　教員は5名と学校での指導があるためか、余り多くなく、農業が12名（3．62％）と
　意外と多かった。また、無職という者が35名（10．57％）もいたが、これはその年齢
　から退職後の余暇を利用しての趣味を生かしての指導者であると推察される。
表一V　〈（∋指導者の職業について〉
（9）職業
職　　種 人数 ％ 職　　種 人数 ％ 職　　種 人数
?
自営業 69 20．84 道場経営 10 3．02 商業 7 2．11
会社員 89 26．89 農業 12 3．62 印刷業 1 0．30
公務員 44 13．29 林業 1 0．30 自由業 3 0．90
サービス業 2 0．60 学生 1 0．30 教員 5 1．51
警察官 10 3．02 僧侶 1 0．30 建設業 1 0．30
アパート業 1 030 自衛官 1 0．30 無回答 38 10．87
無職 35 10．57 団体職員 2 0．60 計 331 100．00
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㊦道場・クラブの指導者の人数について。
　　各道場・クラブの指導者の人数にっいては表一VIの通りである。
　　各道場・クラブの指導者の最も多いのは、5名が64団体で19．33％、っついて3名が
　62団体（18．73％）、4名が39団体（9．97％）で、2名が23団体（6．95％）であり、
　1名は17団体（5．13％）と意外に少なく、また、全体の平均は4．37名と、多人数で指
　導するという傾向が顕著にみられた。
　　また21名以上が7団体（2．11％）あったが、これは曜日によって指導分担を決め、数
　人交代で指導を行っているためと思われる。
表一VI〈㊦道場、クラブの指導者の人数について〉
（h）指導者の人数
指導者 人数 ％ 指導者 人数
?
指導者 人数
?
指導者 人数 ％
1人 17 5．13 5人 64 19．33 9人 8 241 21以上 7 2．11
2 23 6．95 6 21 634 10 20 6．04 無回答 26 7．85
3 62 18．73 7 18 5．44 11～1512 3．62
4 39 9．97 8 12 3．62 16～208 2．41
? 331100．00
（3）全日本少年練成大会の元立ち者にっいて。
　⑦　元立ち者の年齢について。
　　　元立ち者の年齢にっいては表一冊の通りである。
　　　元立ち者の年齢は、41～50才が最も多く、82名で24．77％。っついて31～40才の
　　81名で24．47％。31～50才で全体の約半数を占めていた。
　　　最高年齢は73才で3名おり、最も若い者は18才で4名いた。
　　　全体の平均は35．06才で、指導者よりも元立ちは約16才若くなっており、全体で110
　　名、33．23％と普段の指導者と大会当日の元立ち者が約1／3交代していた。
表一W　〈④元立ち者の年齢について〉
（a）年齢
年　齢 人数 年　齢　別　人　数 ?
20歳以下 13 18歳419歳420歳5 3．92
21～30歳 48 21歳322歳623歳624歳425歳426歳527歳328歳529歳2R0歳10 14．50
31～40歳 81 31歳332歳633歳534歳535歳836歳837歳838歳1139歳10S0歳9 24．47
41～50歳 82 41歳1442歳1243歳844歳745歳546歳047歳548歳1049歳824．77
51～60歳 31 51歳552歳353歳254歳255歳556歳357歳458歳359歳3U0歳3 9．36
61～70歳 32 61歳462歳763歳464歳665歳466歳367歳268歳29．66
71歳以上 6 71歳373歳3 1．81
無回答 38 11．48
計 331 100．00
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◎　元立ち者の段位・称号・結婚の有無にっいて。
　　元立ち者の段位・称号・結婚の有無については、表一皿の通りである。
　　段位にっいてみると、5段が最も多くなり、90名で27．10％、っついて4段の57名、
　17．22％。指導者で最も多かった7段は51名で15．40％に減少するという傾向を示し
　た。
　　全体の平均は4．57段で、指導者に比べて約2段低くなっている。
　　称号においては、称号無有者が約半数を占め、錬士が指導者では約半数を占めていた
　が元立ち者では減少し、教士が15名増加して60名で18．12％となっている。
　　結婚の有無にっいては、既婚者が248名、74．92％で、指導者の307名、92．75％よ
　り約20％減少し、逆に未婚者が指導者の23名、6．95％から45名、13．60％と約2倍
　に増加している。
　　全般的には段位も約2段下がり、年齢も約16才と若くなっているが、称号において教
　士号授有者が増加しているという傾向から若くとも質的にすぐれた人が指導者に代って
　元立ち者となる傾向が窺える。
表一皿　〈◎元立ち者の段位・称号・結婚の有無にっいて〉
（b）段位　　　　　　　　　　　　　（c）称号　　　　　　　　　　　　　（d）元立ち者の結婚の有無
段位 人数 ?
初段 7 2．11
2 7 2．11
3 51 15．40
4 57 17．22
5 90 27．19
6 30 9．06
7 51 15．40
8 0 O
無回答 38 11．48
計 331 100．00
称号 人数 ％
練士 56 16．91
教士 60 18．12
範士 0 0
無 177 53．47
無回答 38 11．48? 331 100．00
人数 ％
既婚 248 74．92
未婚 45 13．60
無回答 38 11．48? 331 100．00
◎　元立ち者の体格・体型について。
　　元立ち者の身長・体重・胸囲については、、表一IXの通りである。
　　身長についてみると、166～170cmが102名と最も多く30．81％と約1／3を占め、
　っついて171～175cmで21．45％。181cm以上が指導者の2名から9名と増加し、ま
　た全体の平均も169．02cmと指導者の167．28cmよりも約2cm高くなるという傾向を
　示し、指導者よりも元立ち者の方が子供との身長差を考慮し、当然低くなるのではとい
　う当初の予想に反し、逆の結果となった。
　　体重においては、61～65kgが78名で最も多く23．56％、っついて66～70kgが69
　名で20．84％で、61～70kgで全体の約半数を占め、全体の平均では67．32kgと指導
　者の68．74kgから約1．5kg減少していた。
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　胸囲にっいては、96～100cmが最も多く101名、30．51％。つづいて91～95cmの
91名、27．49％で、全体の平均は95．07cmと指導者の94．87cmと殆んど変りはなか
った。
元立ち者の体格・体型については、少年剣道の場合、竹刀の長さを108cm（約3．6尺）
と規定されており、しかも少年たちの身長を考慮して背の低い人がなるのではと予想し
たが、結果は逆で高くなる傾向を示した。しかし、実際の場面では元立ち者は足幅を広
くとったり、或いは前傾するなどして元立ち者の創意工夫された技術で身長差をカバー
していた。
表一IX　〈◎元立ち者の体格・体型について〉
（e）元立ち者の体格、体型
身　　　長 人数 ％ 体　　　重 人数 ％ 胸　　　囲 人数 ％
155c皿以下 6 1．81 55kg以下 15 4．53 75cm以下 0 0
156～16010 3．02 56～6042 12．68 76～802 0．60161～16574 22．35 61～6578 23．56 81～8519 5．74166～170102 30．81 66～7069 20．84 86～9050 15．10171～17571 21．45 71～7545 13．59 91～9591 27．49176～18024 6．34 76～8019 5．74 96～100101 30．51181cm以上 9 2．72 81～8515 453 101～10518 5．43無　回　答 38 11．48 86～904 1．21 106～1109 2．7291～953 O．90 111cm以上 3 0．9096kg以上 1 0．30 無　回　答 38 11．48
無　回　答 38 11．48? 331 100．00 ? 331 100．00 計 331 100．OO
　㊤　元立ち者の職業について。
　　　元立ち者の職業については、表一Xの通りである。
　　　職業にっいてみると、会社員がと公務員が増え全体の46．51％を占め、さらに学生が
　　10名と教員が5名、指導者に比べて増加し、逆に自営業・道場主および無職の人々が減
　　少するという傾向を示した。
表一X　〈㊤元立ち者の職業にっいて〉
（f）職業
職　　種 人数 ％ 職　　種 人数
?
職　　種 人数 ％
自営業 43 12．99 道場主 2 O．60 商業 3 0．90
会社員 104 31．41 農業 7 2．11 設計業 1 0．30
公務員 50 15．10 主婦 4 1．21 団体職員 2 0．60
機械業 4 1．21 学生 11 3．32 無回答 38 11．48
警察官 11 3．32 僧侶 1 0．30
不動産 2 0．60 社長 15 4．53
無職 20 6．04 教員 13 3．92 計 331 100．00
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（3）指導者および元立ち者の稽古と指導の状況について。
　⑦指導者の稽古回数及び時間と少年たちへの指導回数及び時間について。
　　　指導者の稽古回数及び時間と少年たちへの指導回数及び時間については、表一XIの通
　　りである。
　　　指導者の一週間の稽古回数および時間にっいてみると、一週3回が最も多く、118名
　　で35．65％。っついて2回で68名、20．54％。平均は一週3．73回であった。また、1
　　回の稽古時間は1回2時間が最も多く、129名で38．97％。っついて1時間30分で69
　　名、20．84％。1時間は60名、18．12％であり、全体の平均は122．84分であった。
　　　なお、少年たちへの指導回数及び時間にっいては、一週3回が最も多く、161名で48．
　　84％と約半数を占め、っついて2回の79名で23．87％。4回が42名、12．69％。一週
　　5回と6回がともに16名づっ、4．83％いた。また、全体の平均は3．38回となっている。
　　　さらに、1回の指導時間は2時間が156名で47．13％と約半数を占め、っついて1時
　　間30分が82名、24．77％で、全体の平均は96．74分であった。
◎　元立ち者の稽古回数及び時間と少年たちへの指導回数及び時間について。
　　元立ち者の稽古回数及び時間と少年たちへの指導回数及び時間にっいては、表一・XXの
　通りである。
　　元立ち者の一週の稽古回数も指導者同様に一週3回が最も多く、117名で38．77％。
　っついて2回で70名、25．36％。4回が50名、15．58％で、全体の平均は3．67回で指
　導者と殆んど同様であった。また、1回の稽古時間は2時間が最も多く、118名で35，
　65％。っついて1時間が60名、18．12％。1時間半が56名、16．92％で、指導者と逆
　にわずかに1時間の者が多い傾向を示した。
　　また、全体の平均は125．71分と指導者よりわずかに多かった。
　　さらに、元立ち者の少年たちへの一週の指導回数は一週3回が121名で36．88％と最
　も多いが指導者に比べて約12％減少し、っつく2回が84名で25．37％。全体の平均は
　3．23回と指導者に比べてわずかに少ない傾向を示した。
　　しかし、その1回の指導時間においては1回2時間が145名で43．80％。つづいて1
　時間半が70名、21．15％で、全体の平均は103．23分と指導者とは逆に、約10分間多
　いという傾向を示した。
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　　　　　　　　　　〈指導者及び元立ち者の稽古と指導の状況〉
表一XI＜⑦指導者の稽古回数及びその時間と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少年たちへの指導回数及びその時間について〉
（a）指導者の稽古回数及びその時間　　　　　　　　（b）指導者の少年への一週間の指導回数及びその時間
①一週間の稽古回数　②一回の稽古時間
回　数 人　数 ％ 時間min人　数 ％ 回　数 人　数 ％ 回　数 人　数 ％
1 17 5．13 30 5 1．51 1 13 3．93 1 13 3．93
2 68 20．54 60 60 18．12 2 79 23．87 2 79 23．87
3 118 35．65 90 69 20．84 3 161 48．64 3 161 48．64
4 58 17．52120 129 38．97 4 42 12β9 4 42 12．69
5 31 9．36 150 13 3．93 5 16 4．83 5 16 4．83
6 36 10．87180 29 8．76 6 16 4．83 6 16 4．83
7 3 0．90 210 1 0．30 7 1 0．30 7 1 α30
無回答 0 0 240 4 1．20 無回答 3 0．90無回答 3 0．90
270 13 3．93 ? 331100．∞ 計 331100．00
300以上 3 0．90
無回答 5 1．51? 331100．OO 計 331100．00
表一XU　〈◎元立ち者の稽古回数及び時間と少年たちへの指導回数及び時間について〉
（a）元立ち者の稽古回数及び時間　　　　　　　　　　（b）少年への指導回数。時間（元立ち）
①一週間の稽古回数　②一回の稽古時間
回数 人数 ％ 時間min人数 ％ 回数 人数 ％ 時間min人数
?
1 13 4．71 30 2 0．60 1 20 6．04 30 2 0．60
2 70 25．36 60 60 18．12 2 84 25．37 60 53 16．01
3 117 38．77go 56 16．92 3 121 36．88 go 70 21．15
4 50 15．58120 118 35．65 4 37 11．17 120 145 43．80
5 25 9．06 150 27 8．15 5 18 5．43 150 2 0．60
6 13 4．71 180 21 6．34 6 8 2．41 180 13 3．92
7 5 1．81 210 1 0．30 7 1 0．30 240 3 0．90
無回答 38 11．48240 3 0．90 無回答 38 11．48無回答 38 11．48
300以上 5 1．51
? 331100．00 計 331100．00
無回答 38 1148
? 331100．00
? 331100．∞
◎　少年たちの一週間の稽古回数及び時間について。
　　少年たちの一週間の稽古回数及び時間については、表一XUの通りである。
　　少年たちの一週間の稽古回数は、一週3回が147名で44．41％と最も多く。つづいて
　2回で65名、19．84％。4回が50名で15．10％で、全体の平均は3．51回であった。
　　また、1回の稽古時間は、2時間が108名で32．63％。っついて1時間半が105名で
　31．72％とほぼ同数であり、双方合わすと全体の約2／3を占め、1時間が59名、17．
　82％であった。さらに、全体の平均は1回に92．14分、約1時間半であった。
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表一）皿　〈◎少年たちの一週間の稽古回数及び時間〉
①一週間の稽古回数　　　②一回の稽古時間
回　数 人　数 ％
1 17 5．13
2 65 19．84
3 147 44．41
4 50 15．10
5 20 6．04
6 16 5．84
7 13 3．93
無回答 3 0．90
計 331100．00
時間min人　数 ％
30 10 3．02
60 59 17．82
90 105 31．72
120 108 32．63
150 11 3．32
180 15 4．53
210 10 3．02
240 10 3．02
無回答 3 0．90? 331100．00
（4）道場及びクラブの持ち主について。
　　道場及びクラブの持ち主についての年齢・段位・称号および職業については表一皿の通
　りである。
　　少年たちの指導者の331名のうち212名がその道場及びクラブの実際の所有者であり、
　主催者でもある。
　　年齢においては、41～50才が66名で31．13％で最も多く、っついて61～70才が53
　名で25．00％。51～60才が45名、21．23％であり、全体の平均は54．23才で、指導者
　だけの平均より、約4才高くなっている。
　　段位にっいては、7段が181名で38．20％。っついて6段の42名、19．81％で全体の
　平均は6，32段で指導者と殆んど変らなかったが、称号にっいては教士号受有者が116名
　で54．71％と高率を示し、全体の過半数を占めた。
　　また、職業については、会社員が59名、27．83％、公務員が45名、21．23％で合わせ
　て49。06％と全体の半数を占めていた。
表一皿〈（4）道場及びクラブの持ち主にっいて〉
（a）年齢
年　齢 人数 年　齢　別　人　数 ％
30歳以下 2 30歳2 α94
31～40歳 24 32歳233歳235歳237歳338歳639歳640歳311．32
41～50歳 66 41歳542歳1143歳1144歳545歳846歳547歳448歳649歳5T0歳6 31．13
51～60歳 45 51歳352歳453歳454歳455歳756歳657歳358歳359歳6U0歳5 21．23
61～70歳 53 61歳362歳463歳1164歳665歳966歳667歳368歳369歳4V0歳4 25．OO
71～80歳 29 71歳772歳673歳574歳576歳277歳278歳280歳213．68
計 212 100．00
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（b）段位
段位 人数 ％
3 6 2．83
4 8 3．77
5 29 13．68
6 42 19．81
7 81 38．20
8 8 3．77
無回答 38 17．92? 212 100．00
（c）称号
称号 人数 ?
練士 10 4．71
教士 116 54．71
範士 6 2．83
無 38 17．92
無回答 42 19．81? 212 100．00
（f）職業
職　　種 人数 ％ 職　　種 人数
?
職　　種 人数 ％
自営業 34 16．03 道場経営 7 3．30 アパート業 1 0．32
会社員 59 27．83 農業 12 5．66 商業 11 5．18
公務員 45 21．23 林業 1 0．32 自由業 5 2．35
医師 2 0．94 製造業 2 0．94 無職 13 6．13
警察官 19 8．96 僧侶 1 0．32 ? 212100．00
（5）道場及びクラブの規模と費用について。
　　道場及びクラブの規模と費用については、表一V皿の通りである。
表一W　〈（5）道場及びクラブの規模と費用について〉
（a）道場及びクラブの種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）道場の広さ
種　別 数 ％ 種　別 数 ％
個人道場 55 16．61その他 48 14．50
学校の体育館 168 50．75
公共の体育館 60 18．12 ? 331 100．00
最大面積 4，914㎡
最小面積 39㎡
平均面積 425．5㎡
③　道場及びクラブの種別
　　学校の体育館を借用して活動しているのが168団体で50．75％と半数を占め、っつい
　て公共の体育館で60団体、18．12％。個人道場は55団体、16．61％と以外と少なかっ
　た。
⑤道場の広さにっいては、最大面積4．914㎡、最小39㎡である。また全体の平均面積
　　は
　　425．5㎡、128．78坪であり、質的には判らないが、広さの面では比較的恵まれてい
　るといえる。
⑥道場及びクラブの構成人員について。
　　道場及びクラブの入門者の構成人員については、表一Aの通りである。
　　小学生の男子においては、21～30人が94団体、28．40％で最も多く、っついて31
　～40人が77団体、23．25％で、60人以上が34団体10．27％であった。
　　また、女子は0人が251団体、75．83％もあり、10人以下が54団体、16．31％。11
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　　～20人が23団体、6．85％であり、双方合せての全体の平均は1団体、32．82人であっ
　　た。
　　　中学生の男子と女子においては、10人以下が双方共、全体の約1／3を占め、高校生
　　では女子ではそれほどでもないが、男子において減少するのは、学校のクラブ活動にお
　　ける部に所属するためと推察される。
　　　さらに、小学生・中学生・高校生・一般からも女子剣道の人員の増加の傾向が顕著に
　　みられた。
表一A　〈＠道場及びクラブの構成人員について〉
（c）入門者の構成人員
a小学生 b．中学生
門弟数 男子 ? 女子 ? 男子 ％ 女子 ％0 0 0 251 75．38 0 0 0 0
10人以下 14 4．23 54 1631 114 34．44 131 39．57
11～20 35 10．57 23 6．85 67 20．24 16 4．83
21～30 94 2840 1 0．30 26 785 3 0．90
31～40 77 23．26 2 0．60 7 2．11
41～50 42 12．66 3 0．90
51～60 35 10．57 1 0．30
61人以上 34 10．27
無回答 0 0 113 34．14 181 54．68? 331 100．00 331 100．00 331 100．00 331 100．OO
c．高校生 d．一般
男子 ? 女子 ％ 門弟数 男子 ％ 女子 ?0 0 0 0 0 0 0 0 0
96 29．00 107 32．32 10人以下 110 33．23 100 33．23
20 6．04 3 0．90 11～20 53 16．01 2 0．603 O．90 21～30 13 3．92 2 0．601 0．30 31～40 6 1．81 1 0．30
41～50 3 O．90
51～60 2 0．60
61人以上 3 0．90
211 63．94 221 6a76 無回答 141 42．59 216 66．25331 100．OO 331 100．∞ 計 331 100．00 331 100．00
⑥　少年たちの月謝の状況について
　　少年たちの月謝の状況については、表一Bの通りである。
　　月額1000円が最も多く、91団体で27．49％。っついて1500円の52団体、15．71
　％で、費用なしすなわち0円が37団体で11．8％もあった。
　　最も高額は月10，000円であるが、わずかに1団体にすぎなかった。
　　全体の平均は月額1，448円で年間にして17，376円也と以外と安く、道場及びクラブ
　の指導者たちの奉仕の傾向が顕著にみられた。
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表一B　〈⑥少年たちの月謝の状況について〉
（b）月謝の状況
金　　額 数
? 金　　額 数 ％
0 37 11．18 4，000 11 3．32
500円以下 15 ￥500－9 4．53 5，000 10 ￥5，000－9 3．02
1，000 91 ￥1，∞0－82 27．49 5，500 2 0．60
1，500 52 ￥1，500－4615．71 7，000 1 O．30
2，000 48 ￥2，000－4514．50 10，000 1 0．30
2，500 21 ￥2，500－196．34 その他 2 0．62
3，000 25 7．55
年会貧として、
R，000、8，000円
3，500 5 1．51
? 331 100．OO
⑥少年たちの各種大会への年間の参加回数について。
　　少年たちの各種大会への年間の参加回数については、表一Cの通りである。
　⑦市町村県大会への参加は年間3回が最も多く、132団体で39．88％。っついて6～
　　10回が67団体、20．24％。4～5回が54団体、16．31％となっており、平均年間3．
　　78回である。
　◎地区、ブロック大会への参加は、2回が121団体、36．55％で、っついて3回が98
　　団体、29．06％であり、全体の平均は年間3．02回である。
　◎さらに全国大会への参加となると、1回が188団体で56．79％と最も多く、約過半
　　数を占めた。っついて2回が85団体で、25．68％。3回が43団体、12．09％であり、
　　2～3回でも約38％を占め、平均年間1回であった。
　　全般的にみると、各種大会への参加回数は年間約8回と多く、なかには年間30回とい
　う団体が4チームあった。
　最近の少年剣道の隆盛と共に、各種大会の開催の増加と試合参加回数の過剰ぶりが立
証され、少年剣道の在り方への今後の大きな課題と考えられる。
表一C　〈◎少年たちの各種大会への年間の参加回数について〉
（イ）市町村県大会
参加回数 チーム数 内　　　　容 ％
0 2 O．60
1 5 1．51
2 42 12．69
3 132 39．88
4～5 54 4－165－38 16．31
6～10 67 6－11　7－14　8－18　10－2420．
11～15 12 12－513－414－3 3．62
16～20 7 16－217－120－4 2．11
21～30回 10 21－4　22－1　23－1　30－43．02
計 331 100．00
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（ロ）地区、ブロック大会 （ハ）全国大会
参加回数 チーム数 内　　　　　容 ％ 参加回 チーム数 ％
0 7 2．11 0 3 0．90
1 33 9．97 1 188 56．79
2 121 36．55 2 85 25．68
3 98 29．06 3 43 12．99
4～5 38 4－215－17 11．48 4 6 1．81
6～10 29 6－13　7－3　8－9　10－48．76 5 0 0
11～15回 5 11－412－1 1．51 6回 6 1．81
計 331 100．00
? 331 100．00
⑥今大会及び他の大会への参加状況とその方法にっいて。
　　今大会及び他の大会への参加状況とその方法にっいては、表一Dの通りである。
　（a）今大会への参加回数については、6～10回が131団体と最も多く、39．57％。初め
　　　ての参加が19団体、15回連続参加が18団体であった。
　　　平均7．23回と常連組がその殆んどを占めていた。
（b）今大会への宿泊状況とその日数をみると、331団体のうち195団体（58．91％）と
　　参加の約半数以上が宿泊し、その日数は2日間が最も多く、94団体（47．70％）で
　　あった。
（c）今大会への利用交通機関については、JR利用が最も多く、149団体（45．01％）。っ
　　ついて貸切バス57団体（17．22％）、飛行機は34団体（10．27％）、自家用車48
　　団体（14．50％）などであった。
（d）今大会への費用の負担状況にっいては、個人負担が168団体で50．75％と半数を占
　　め、っついて所属の道場負担が118団体（35．65％）で約1／3である。しかし関
　　東地区以外のその殆んどの団体が個人負担であった。
（e）今大会への応援参加者については、同伴父兄が6～10人が138団体（41。69％）で
　　最も多く、つづいて5人以下が131団体（39．57％）で、平均1団体約7人であっ
　　た。また、選手以外の子供については、6～10人が169団体（51．06％）、っつい
　　て11～15人が83団体（25．07％）。平均1団体約8．58人と非常に多く、試合見学
　　と同時に夏期休暇中の少年時代の貴重な体験と思い出づくりに各団体の指導者が多
　　忙の中を引率してくれる結果の傾向と推察される。
（f）道場連盟主催の大会への参加状況にっいてみると、参加する団体が143団体（43．
　　20％）、参加しない団体が188団体（56．80％）である。また、同大会への参加回
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数については、3回以下が98団体（68．53％）、4～5回が33団体（23．07％）で
今大会ほど各都道府県予選が行われその通過団体しか参加できないので、参加回数
は多くはない。しかし、8月1、2日の両日同じく日本武道館で開催される大会にも
参加する団体が多く、少年剣道の隆盛ぶりと短期間での大会参加の過剰ぶりも窺い
知ることができる。
表一D　〈⑥今大会および他の大会への参加状況とその方法について〉
（a）今大会への参加回数
参加回 チーム数 内　　　容 ％
3回以下 67 1－192－233－35 20．24
4～5 53 4－235－29 15．71
6～10 131 6－29　7－33　8－21　9－10　10－389．57
11～15 83 11－4　12－15　13－20　14－14　15－1824．47
計 331 100．00
（b）今大会の宿泊状況
（イ）　　　　　　　　（ロ）
宿泊 数 ％ 宿泊日数 数 ％ 宿泊日数 数 ％? 195 58．91 1日 78 40．01 4 5 2．56
無 136 41．09 2 94 48．20
計 331 100．00 3 18 9．23
? 195 100．OO
（c）今大会参加への交通機関 （d）今大会への費用の負担状況
交通機関 数 ％ 交通機関
?
％ 負担者 数 ?
JR 149 45．01 自家用車 48 14．50 個人負担 168 50．75
路線バス 26 7．85 その他 17 5．14 所属道場負担 118 35．65
貸切バス 57 17．22 その他 45 13．60
飛行機 34 10．27
? 331 100．00
? 331 100．00
（e）今大会への応援参加者
（イ）父兄
同伴者 チーム数 内　　　容 ％
5人以下 131 1－6　2－13　3－39　4－16　5－5739．57
6～10 138 6－34　7－29　8－29　9－12　10－284L69
11～20 58 11－10　12－12　15－16　16－9　7－5　18－817．53
21人以上 4 21－322－1 1．21
計 331 100ゆ0
（ロ）子供
子　供 チーム数 内　　　容
?
5人以下 51 4－55－46 15．41
6～10 169 6－47　7－30　8－11　9－34　10－475 ．06
11～15 83 11－56　12－8　13－5　14－6　15－825．07
16～20 24 16－10　17－9　18－4　19－1　20－07． 5
21人以上 4 21－322－1 1．21
計 331 100．OO
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（f）道場連盟主催の大会への参加状況　　（g）同大会への参加回数
参加する 143 43．20％
参加しない 188 56．80％? 331 100．00％
参加回 数 内　　　容　゜ ％
3回以下 98 0－50　1－9　2－16　3－2368．53
4～5 33 4－145－19 23．07
6～10 12 6－68－29－4 8．39? 143 100．00
　続いて各団体の指導に。少年剣道指導上の悩み及び課題。少年たちの父兄との問題。道場
及びクラブ運営上の問題。などについて自由記述式によって求めた回答の重要且っ多数を占
あたものを列挙してみると、次の通りとなる。◎印にっいては10名以上の多数の回答があっ
たものを示す。
⑦少年剣道指導上の悩み及び課題。
④練習上の問題。
　　・練習が厳しいと少年たちがついてこない傾向が強くなってきた。
　　◎過保護が多く厳しくすると休んでしまうなど厳しさ加減がむつかしい。
　　・技術面と精神面をどうっなげるか。
　　・根性づくりのむつかしさ。
　　◎勝っことのみを要求され、本来の正しい剣道指導がやりにくい。
　　◎もっと基本重視の練習をしたい。
　　◎試合に勝っことに走りがちとなり、選手中心の稽古となってしまう傾向が多い。
　　・剣道は武道であるのに、スポーツとして考える者が多い。
　　◎試合に勝つことにより、剣道の素晴らしさ思いやりなど精神面を重視する。
　　・道徳豊かな、やる気のある人間を育成したいのだが。
　　・強く打っことを要求するとすぐ竹刀がこわれてしまう。それではカーボン竹刀をと
　　　思っても高価で金銭的な問題がある。
　　◎礼儀作法などを重視し、日常生活に活用できるように理解させる。
　　◎試合数が多過ぎるので、適度な試合への参加による指導法の修正をしたい。（基本重
　　視の練習）
　　・楽しく、厳しく、興味をもたせつつ長く続けさすことを最優先に考えるが、その練
　　　習方法に苦慮する。
　　・道場が狭いので、危害予防に注意している。
　　・床が悪く、足を痛める子供が多い。
　　・子供たちに健康状態に絶えず気をくばっている。
　　・竹刀防具が点検におわれる。
　◎塾との関係などで、剣道のみに集中できない環境など。
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◎学習塾との問題。
　◎塾の多様化で入門者が集まらなくなってきた。
　◎勉強との両立のむつかしさ。塾にかよっている少年が多く、練習への参加回数がど
　　うしても少なくなる傾向が強い。
　・剣道に集中できない環境となってしまう。
　◎塾に通っている少年が多い。
　◎高学年になると進学のため、塾に通う回数も多く、しかも塾優先となり、練習にも
　　熱が入らなくなってくる。
　◎父兄が学カー辺倒で、もっと練習をしたいという少年もいるのだが。
　◎一部の指導者にいろいろな雑事が集中してしまい、精神的に疲れてしまう。
◎練習時間の問題。
　◎指導者側からは仕事との関係で帰宅時間が遅くなり、練習時間を少年たちに合せる
　　のが仲々困難である。
　・練習時間が遅れると騒音などの関係で、近所からの苦情が多くなってくる。
　・塾や勉強時間などの関係で、長時間練習をすることができない。
　　　など。
㊤入門者の問題。
　◎創設当時に比較して少年剣道の人日数が減少している。
　◎少年の人口減少からの影響で、将来の入門者の減少が懸念される。
　　（今年だけでも参加チームがすでに80チーム減少しているのが現状である）
　◎最近、特に球技が盛んになり、剣道をする少年が少なくなってきた。
　・入門者の目的意識が大きく異ってきた。
　◎高学年になり、折角剣道が上達してきてこれからと思う時にやめてしまう者が多い。
　　　など。
⑧少年たちの父兄との問題。
　　・父兄同士の協調性がうすい。
　　◎月謝を払えば、あとは指導者まかせという父兄が多い。
　　◎勝ち負けを意識する父兄が多く、指導者と父兄の剣道に対する価値観の相違を強く
　　　感じる。
　　◎過保護が多く、少し厳しくすると直ぐに休ませてしまう。
　　・練習時間と夕食時間が重なり、少年たちを道場に行かせ、自分たちは知らん顔で一
　　　寸、手助けをしてもらおうと思っても、協力してくれる父兄が以外と少ない。
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・剣道と生活を切り離して考えており、父兄自身の礼法が不充分である者が多い。
・自分の子供に対して、欲のある優越的な見方をする父兄が多く、指導しにくい場合
　がある。
・目先きばかりにとらわれる父兄が多く、何かとすぐに口をはさむ。
◎道場で折角指導した諸作法を家で守らせない父兄が多い。
・学業成績が低下すると、剣道の練習の為と責任を転嫁する父兄が多い。
・試合に勝たないと指導が悪いと批判するし、メンバー編成などにも口をはさむ父兄
　がおり、指導に支障をきたす場合もある。
　　など。
◎道場及びクラブ運営上の問題。
　◎剣道場の使用日時に制約があり、自由に充分な練習ができない。
　◎公営の剣道場を借用しているが、その使用料が高く、運営上苦労している。
　◎近隣からの騒音苦情が多く、練習時間帯が制約され、しかも大きな声を出せないな
　　ど思い切り練習することができない。
　・体育館は広くてよいが、スプリングもなく床が固い難点がある。
　・135年の伝統をもつ古い由緒ある道場であるが現状を残し保管することが困難であ
　　る。
　◎一部の指導者にいろいろな雑事が集中してしまい、精神的に疲れてしまう。
　◎月謝も安く、クラブ運営費が少なく、経費不足で苦慮している。
　◎大会の回数が多過ぎる。
　◎騒音防止対策として窓を閉めきり、冷暖房装置をっけたりしたいが経費がかかり過
　　ぎる。
　　　など。
（i∋今大会へ参加しての感想及び意見。
　今大会へ参加しての感想は、25人の無記名者を除き、大半の306名（92．44％）が参
　加して良かったと回答している。
　また、感想及び意見の詳細については、
　◎毎年参加したい。
　◎勝負は別にして少年たちの夢は、日本武道館での今大会に参加し、競技することで
　　ある。
　◎小学生時代の良い思い出ができる。
　◎年に一度の全国大会であるので指導者も子供たちも非常に喜んでいる。
　◎全国少年たちが一堂に会し、他チームの良いところを見学し、また手合せをしてよ
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　い勉強になる。
◎良い友達づくりと親睦の場として最高である。
◎剣道普及のたあにこのような大会を開いてもらうことは大変ありがたい。
◎武道館で試合ができるのは大変良い経験になる。
◎道場及びクラブのメンバーや指導者、父兄と一緒に旅行ができる貴重な機会である。
・何かをしなくてはならないことを子供たちが少しでも肌で感じたらと思う。
◎審査委員の先生方の判定の統一化をお願いする。
・基本試合の審判の先生方の判定の規準がどのようなものか、詳しく知りたい。
・試合会場に監督とコーチの二人が入れるようにして欲しい。
・開場内の座席などのトラブルの解決をしてほしい。
◎今大会も次々と工夫のあとが見られ、良い方向に向っていると思う。
　　など。
〔IV〕まとめ
　以上の調査結果をまとめてみると、
　①道場・クラブの指導者については、年齢約50才の錬士、6．72段で、体格・体型は身
　　長は余り高くなく、比較的均正がとれた、中肉中背のガッチリ型が多い傾向を示した。ま
　　たその職種においては会社員・公務員が半数近くを占めた。
②元立ちについては、全体の約1／3が指導者と交代し、平均35才と指導者と比較して16
　才若くなり、段位も5段位で約2段若くなった。しかし、身長において少年たちの身長を
　考慮し、低くなるのではと当初推察されたが、結果は約2cm高くなる逆の傾向を示した。
　　さらにその職種は会社員と共に教員と学生が増加した。
③指導者の一週間の稽古回数とその時間にっいては、一週3．73回、一回122．8分で、元
　立ち者は指導者よりわずかに稽古回数は低いが少年たちへの指導時間は逆に約7分多い傾
　向を示した。また、少年たちは一週平均3．5回、一回の稽古時間は約1時閤半であった。
④道場及びクラブの入門者は、平均約33名で、月謝は平均1，450円で予想に反して比較
　的安価で、剣道愛好者による奉仕の精神で指導が行われている傾向が顕著にみられた。
⑤少年たちの年間の各種大会への参加回数については平均8回と多く、全国各地での少年
　大会の過剰ぶりが顕著である。またその参加経費も膨大で父兄の負担も重く、正常さをや
　や逸している傾向にあると推察される。
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　さらに、少年剣道の指導上の悩み及び課題においては、仕事の関係・塾との関連・父兄と
の問題、練習及び指導上の種々の難題。さらに道場及びクラブ運営上の問題など早急に解決
されなければならない課題も数多く、少年剣道の在り方にっいて再考の時期にきていると考
えられる。
　今後、少年の人口減少に伴い、少年剣道も現在の隆盛に浮かれていては将来その影響をま
ともに受け、また、他の球技種目などの急速な人気上昇などからも衰退すること必至である。
　このような現状からも全国少年剣道錬成大会のおかれた立場は、少年剣道の正しい普及発
展の指標として重要である。
　以上のような少年剣道の実態を把握認識した上で、早急な課題解決と少年剣道の正しい普
及発展と健全な育成のための適切な指導が望まれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ひらかわ　のぶお）
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